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永
田
清
君
が
教
師
に
な
る
べ
き
だ
と
云
い
、
病
気
中
の
戸
川
秋
骨

先
生
の
代
講
と
し
て
文
学
部
予
科
で
英
語
を
教
え
た
。
こ
の
相
談

は
井
汲
さ
ん
永
田
君
と
銭
湯
の
湯
舟
の
中
で
し
た
の
だ
。
高
橋
広

江
君
が
留
学
し
た
あ
と
を
教
え
た
り
高
等
部
で
ラ
ス
キ
ン
を
教
え

た
り
藤
原
工
大
で
教
え
た
り
教
員
と
な
っ
て
働
ら
い
て
い
る
中
に

戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
。
学
生
宛
の
赤
紙
が
教
務
課
に
届
く
の
を

渡
す
た
め
学
生
を
自
宅
に
探
し
出
し
て
渡
す
辛
い
仕
事
も
あ
っ

た。
戦
後
は
大
学
院
も
出
来
、

ラ
テ
ン
語
、
古
仏
語
を
受
持
ち
松
原

君
の
息
子
か
ら
鷲
見
君
主
で
教
え
た
。
色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
来

た
も
の
だ
。
定
年
後
も
京
都
外
国
語
大
学
で
十
年
以
上
教
え
る
こ

と
が
出
来
た
。

白
井
さ
ん
、
定
年
で
責
任
の
重
荷
を
降
ろ
し
、
再
び
若
返
っ
て

自
分
の
楽
し
い
人
生
に
充
実
し
た
一
歩
を
踏
み
出
し
て
下
さ
い
。

（
一
五
本
塾
大
学
教
授
）

仏

文

科

の

初

期

松

i台

原

秀

慶
応
の
文
学
部
に
仏
文
科
が
何
時
出
来
た
か
と
云
え
ば
、
昭
和

四
九
年
（
一
九
七
四
年
）
発
行
の
仏
文
科
同
窓
会
名
簿
に
、
「
明
治

四
三
年
仏
文
学
の
講
座
が
開
設
さ
れ
る
。
担
当
者
永
井
壮
士
口
（
荷

胤
）
」
と
載
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
年
だ
と
見
て
よ
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
尚
同
書
に
「
明
治
三
七
年
仏
語
が
正
規
科
目
必
修
科

-356-

日
と
な
る
。
担
当
者
田
中
一
貞
他
」
と
あ
る
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
一
語

は
明
治
中
ご
ろ
に
な
っ
て
慶
応
に
始
め
て
正
式
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
と
云
う
事
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
本
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
）

（
そ
れ
ま
で
は
英
語

つ
む
じ

し
か
し
永
井
荷
風
は
そ
の
後
（
大
正
五
年
）
旋
を
曲
げ
て
学
校

を
辞
任
し
て
い
る
の
で
、
慶
応
の
仏
文
科
は
こ
こ
で
一
度
消
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
勿
論
教
授
科
目
と
し
て
の
フ
ラ
ン

ス
語
は
失
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
私
自
身
も
そ
の
前
か
ら
フ

ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
先
生
は
前
田
長
太
（
越



嶺
）
氏
で
し
た
。
前
田
先
生
に
つ
い
て
は
今
で
は
御
存
知
な
い
方

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
で
、
教
区
長
も

さ
れ
た
方
で
す
。
事
情
が
あ
っ
て
退
か
れ
、
慶
応
の
予
科
の
フ
ラ

ン
ス
語
と
本
科
の
ラ
テ
ン
語
の
教
職
に
つ
い
て
い
ら
れ
ま
し
た
。

仏
印
で
受
け
ら
れ
た
神
父
の
試
験
で
は
抜
群
の
成
績
を
示
さ
れ
、

神
学
は
勿
論
、
哲
学
に
も
造
詣
深
い
学
者
で
し
た
。

永
井
荷
風
氏
の
後
任
は
前
掲
書
に
は
太
宰
施
門
と
出
て
い
ま
す

が
、
仏
文
学
の
講
義
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
段
々
と
仏
文
学
科
ら
し
く
な
っ
て
行
っ
た
の

は
大
正
九
年
の
大
学
令
発
令
以
後
で
す
。
前
掲
書
の
昭
和
ゴ
一
年
の

頃
に
「
仏
蘭
西
文
学
科
が
独
立
。
」
と
あ
り
ま
す
。
私
は
大
正
十

五
年
に
仏
文
科
に
這
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
ど
う
云
う
変
化

が
あ
っ
た
か
を
覚
え
て
い
ま
す
が
、

つ
ま
り
先
生
に
移
動
が
あ

り
、
授
業
も
そ
れ
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
と

云
う
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
っ
た
の
で
し
た
。

こ
の
時
（
大
正
十
五
年
）
新
ら
し
く
来
ら
れ
た
先
生
は
フ
ラ
ン

ス
人
の
プ
リ
ュ
ニ
エ
教
授
（

p
s－R）
と
東
大
出
の
後
藤
末
雄
教

授
で
し
た
。

。
フ
リ
ュ
ニ
エ
教
授
は
リ
ヨ
ン
大
学
出
身
で
、
こ
の
時
始
め
て
日

本
に
来
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
一
年
経
た
ず
に
卒
業

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

ほ
ん
の
少
し
接
触
し
得
た
だ
け
で
し
た
。

同
教
授
は
悪
い
時
に
日
本
に
来
ら
れ
た
も
の
で
、
戦
争
末
期
に
フ

ラ
ン
ス
大
使
館
員
等
と
共
に
軽
井
沢
の
収
容
所
に
幽
閉
さ
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
残
念
な
が
ら
聞
き
洩
し
て
い

ま
す
。後

藤
末
雄
教
授
は
語
学
専
門
と
云
う
こ
と
で
、
以
前
か
ら
教
え

て
い
ら
れ
た
鹿
瀬
哲
士
教
授
と
は
別
に
扱
は
れ
て
、
ラ
シ
l
ヌ
、

門

inJ
 

モ
リ
エ
l
ル
な
ど
の
古
典
劇
も
専
門
に
読
ま
れ
ま
し
た
が
仲
々
き

び
し
い
先
生
で
、
五
日
々
と
一
緒
の
蔵
原
伸
二
郎
君
が
、
最
高
学
生

に
な
っ
た
時
に
ロ
シ
ヤ
語
に
取
り
つ
か
れ
て
、
外
語
の
ロ
シ
ヤ
語

の
夜
学
に
通
い
出
し
た
時
に
、
先
生
は
大
変
に
腹
を
立
て
、
「
私
の

講
義
を
休
ん
で
他
の
講
義
を
聞
く
様
な
学
生
は
卒
業
さ
せ
な
い
」

と
云
ひ
出
し
て
、
蔵
原
君
の
釈
明
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、
遂
に
落
第

さ
せ
て
、
卒
業
生
名
簿
か
ら
名
前
を
削
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
は
、

ひ
ど
す
ぎ
る
扱
い
と
し
て
吾
々
学
生
を
憤
慨
さ
せ
た
も
の
で
す
。

蔵
原
君
は
よ
き
詩
人
と
し
て
未
だ
に
そ
の
名
が
残
っ
て
い
ま
す
が



慶
応
仏
文
科
出
身
と
云
わ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
す
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
世
紀
末
か
ら
の
西
欧
の
言
語
学
の
発
展
は
慶

応
の
仏
文
科
に
ど
の
様
に
這
入
っ
て
来
た
で
し
ょ
う
か
。
仏
文
科

自
身
に
つ
い
て
だ
け
云
え
ば
全
く
ゼ
ロ
だ
っ
た
と
云
え
る
で
し
工

ぅ
。
私
の
在
学
中
ソ
シ
ュ

l
ル
の
名
も
聞
い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
英
文
科
で
は
言
語
学
の
時
間
に

J12ロ
2
の
法
則
の
解

説
を
す
る
先
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
英
語
学
の
細

い
所
に
這
入
る
の
で
、
仏
文
の
者
は
余
り
聞
き
に
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
こ
の
時
大
変
幸
だ
っ
た
事
は
、
西
脇
順
三
郎
先
止
し

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
留
学
か
ら
帰
朝
さ
れ
て
、
新
し
く
一
一
一
口
語
学
の
講

義
を
開
始
さ
れ
た
事
で
し
た
。
私
は
既
に
卒
業
し
て
い
て
、
講
義

に
出
席
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
年
下
の
高
松
義
雄

君
の
ノ
l
ト
を
借
り
て
あ
と
で
読
み
、

ソ
シ
ュ

l
ル
や
ジ
ュ
ネ
l

ヴ
学
派
の
事
蹟
な
ど
を
知
り
大
変
為
に
な
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。
尚
西
脇
先
生
は
現
在
詩
人
の
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
す
ぐ
れ
た
英
語
学
者
で
そ
の
面
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
様

に
見
え
る
の
は
残
念
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
言
語
学
の
こ
と
は
別
に
し
て
、
仏
文
科
が
伸
び
て
行
っ

た
の
は
、
や
は
り
佐
藤
朔
塾
長
、
白
井
浩
司
学
科
長
の
力
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
そ
の
外
に
ど
う
云
う
方
々
の
お
名
前
を
挙
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
云
え
ば
、
名
を
得
た
人
と
し
て
、
次
の
リ
ス

ト
が
出
来
、
ま
し
た
（
数
字
は
卒
業
年
）
井
汲
清
治
（
大
正
六
）
、
横

部
得
三
郎
（
大
正
十
三
）
、
青
柳
瑞
穂
（
大
正
十
五
）
、
高
橋
康
江

（
同
）
、
斎
藤
吉
彦
（
昭
二
）
、
高
松
義
雄
（
昭
四
）
、
吉
川
静
雄

（
同
）
、
佐
藤
朔
（
昭
五
）
、

田
中
千
禾
夫
（
同
）
、
草
原
英
了
（
昭

六
）
、
北
原
由
三
郎
（
同
）
、
大
久
保
洋
海
（
同
）
、
佐
野
一
男
（
昭

七
）
、
増
田
良
一
一
（
昭
七
）
、
木
内
林
太
郎
（
昭
八
）
、
犬
丸
幹
雄
（
昭

-358ー

九
）
、
二
宮
孝
顕
（
昭
九
）
、
丸
岡

明
（
同
）
、
白
井
浩
司
（
昭
十

六
）
、
芥
川
比
呂
志
（
昭
十
七
）
、
堀
田
善
衛
（
同
）
、
朝
吹
三
吉
等

（
元
白
百
合
女
子
大
学
教
授
）

何
と
も
爽
や
か
な
白
井
浩
司
さ
ん

大
久
保

洋

、兵唱、母

初
め
て
の
出
合
い
は
、
白
井
さ
ん
が
ま
だ
仏
文
の
学
生
で
、
私

が
「
銀
座
で
ふ
ら
ん
す
語
」
な
ど
と

西
銀
座
の
一
角
に
教
室
を


